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岡崎再生

「岡崎に生まれて

　　本当に良かった！」
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　私の前回の市長在任時に立ち上げた「岡崎観光伝道師」は、岡崎にゆかりがあるかたを任
命させていただき、それぞれの活動を通じて岡崎の魅力を全国に発信していただいています。
その目覚ましい活躍はますます輝きを増しており、ご協力に心から感謝申し上げます。
　佐野勇斗さんは、俳優としてドラマの主演を務めるだけでなく、5人組ダンスボーカルユ
ニット「M!LK」のメンバーとして令和7年の「NHK紅白歌合戦」に初出場を果たしました。
国内外で支持されるミュージッククリエイター「Ｈ

ハ
△
グ
Ｇ」のみなさんは、音楽番組「みんな

のうた」で話題曲「こだまでしょうか」を書き下ろしたほか、市制施行110周年を飾る記念
ソングを制作していただいています。家康公行列では東海オンエアのてつやさんが若き日の
家康公という大役を果たし、総合MCを務めたフリーアナウンサーの青木源太さんは持ち前
のトーク力で大いに沸かせました。オカザえもんは、観光イベントなどへの出没に加えて、
アート広報大臣にも就任しており、文化・芸術イベントのPRもしていただいています。
　岡崎観光伝道師のみなさまとともに、本市の観光誘客とシティプロモーションを強力に推
進し、岡崎の未来をより一層輝かせ、大いに盛り上げてまいります。

岡崎観光伝道師のみなさまとともに
岡崎を盛り上げます

　9月から10月に開催する第20回アジア競技大会。
川口さんは、アジアトップの選手が集うアジア最大の
スポーツの祭典に監督として侍ジャパン社会人日本代
表を率いて挑みます。
　三菱自動車岡崎硬式野球部に選手として入団し、監督
時代には社会人野球の最高峰の舞台である都市対抗野球
大会に4回のチーム出場を果たした川口さん。自身の選
手やコーチ、監督などの豊富な経験で今大会もチームを
勝利に導きます。川口さんが最も大切にしていることは
「観ている人が楽しめるプレー」を引き出すこと。社会
人野球はチームとお客さんの距離が近く、一体となった
応援ができるのも魅力の一つ。今大会に向けて、「選手
が真剣に全力でプレーをして相手に向かっていく姿を見
せていきたい。その情熱のあるプレーで、お客さんも楽
しめる野球ができるチームを作りたい」と話します。
　監督として意識していることは、「貪

どん

欲
よく

に吸収すること」
と「選手への愛情」。ご自身が選手だった頃の監督や

前代表監督をみて選手との接し方、直接のプレイヤーで
ないからこその探求心や情熱を学ぶことが多かったそう
です。川口さんは「年間200試合以上の野球観戦を行
い、多くのかたの話を聞いて何がチームに必要なのか、
どんなプレーをする選手がいるのかを常に研究してい
る。厳しく指導しながらも選手に寄り添える監督であり
たい」と話します。
　侍ジャパン社会人日本代表の監督の任期は今回の第
20回アジア競技大会まで。川口さんは「現役時代から
慣れ親しんだ岡崎の球場（岡崎レッドダイヤモンドスタジア
ム）に日本代表のユニフォームで立てるのはうれしい。
大会では優勝しか目指していない」と意気込みます。
　現在は選手の選考段階ですが、東海地方には社会人野
球の強豪チームも多く、地元ゆかりの選手のメンバー入
りも期待されています。日本を背負って戦う侍ジャパン
社会人日本代表をぜひ応援しましょう。




